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2020年度 第 354回教育研究審議会議事要録 
 

日 時  2021 年 3月 16日（火）13：30～15：10 

場 所  遠隔会議（Teams利用） 
出席者  松尾学長、柳井副学長、龍副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 伊藤外国語学部長、隈本経済学部長、田島文学部長、田村法学部長、内田地域創生学群長、 
 上江洲国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 
 工藤マネジメント研究科長、小池法学研究科長、今泉学生部長、高橋教務部長、 
 後藤入試広報センター長、佐藤情報総合センター長、中武環境技術研究所長 
          

配布資料  1-1 選考委員会（インターナショナル・ビジネス分野担当教員人事）においての再選

考の提案 

            1-2 教員採用選考報告書(外国語学部） 

2-1 特任教員等の選考について（国際環境工学部） 

            2-2 特任教員の選考について（地域戦略研究所） 

2-3 特任教員の選考について（国際教育交流センター） 

2-4 特任教員の選考について（地域共生教育センター） 

2-4 特任教員等の選考について（環境技術研究所） 

            3  外部アセスメントテストの導入について 

4  通称名使用制度に係る申請要件の変更について 

5  学修行動調査の実施について 

6  2020年度2学期授業実施報告書について 

7  i-Designコミュニティカレッジ2021年度履修生について 

8  2020年度卒業予定者の就職内定状況について（2021年2月1日現在） 

9  障害学生支援指針〔第２版〕の作成について 

10  北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

11  2021年度 北九州市立大学文学部比較文化学科入学試験（一般選抜前期日程）に

おける入試ミスについて 

 

第１号 教員の人事について 

＊ 資料 1-1 のとおり、外国語学部英米学科インターナショナル・ビジネス分野担当教員の採用につ

いて、第 352回教育研究審議会において承認されたが、候補者から採用辞退の申し出があり、第 353

回教育研究審議会において、採用辞退が承認されたことを受け、選考委員会による再選考を提案。 

 

◯ 今回、教員採用ができないことにより次年度以降の授業等に大きな支障をきたすことに鑑み、同選

考委員会に再選考を行ってもらうもの。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 1-2 のとおり、外国語学部英米学科のインターナショナル・ビジネス分野担当教員人事につ

いて、選考委員会から採用候補者（オム・ウォンソブ氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づ

き採用候補者の採用について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 特任教員等の選考について 

＊ 資料 2-1 のとおり、国際環境工学部の特任教員 3名、特任研究員 6名の選考について提案。 



 

2 
 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 2-2 のとおり、地域戦略研究所の特任教員 1名の選考について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 2-3 のとおり、国際教育交流センターの特任教員 1名の選考について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 2-4 のとおり、地域共生教育センターの特任教員 6名の選考について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 2-5 のとおり、環境技術研究所の特任教員 3名、特任研究員 5名の選考について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 外部アセスメントテストの導入について 

＊ 資料 3 のとおり、外部アセスメントテストの導入について提案。 

 

◯ 学生の学びや成長を可視化し、学内、大学間で比較可能な指標として外部アセスメントテストを

2021 年度から新入生 1 学期と 3 年生 2 学期で実施するもの。現在、大学で実施されている外部アセ

スメントテストのうち、大きなものとして、リアセック・河合塾の「PROG」とベネッセの「GPS-Academic」

の２つがあるが、測定項目及び他大学における導入状況から、「GPS-Academic」を導入したい。 

● 新入生と 3 年生で受検するということは、能力の成長を確認するという意味か。この場合、2021

年度の 3年生は 1年生時に受検していないが、今回受検することになるのか。 

◯ ＤＰに示した「思考・判断・表現力」、「コミュニケーション力」、「自律的行動力」の 3つの能力に

ついて成長を確認するもの。ご指摘の通り 2021 年度の 3年生は 1年生時に受検していないが参考値

とするため、受検する事としたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第４号 通称名使用制度に係る申請要件の変更について 

＊ 資料 4 のとおり、通称名使用制度に係る申請要件の変更について提案。 

 

○ 当該制度の申請要件として、医師の診断書の提出と保護者の同意が必須となっていたが、この要件

を緩和し、特段の事情がある場合は、本人の理由書および大学関係者の面談結果をもってこれらに代

えることができるよう変更することで利用しやすい制度とするもの。 

● 支援のあり方についてホームページ等で周知を行うとなっているが、もう一歩踏み込んで各教授会

において学生部委員から説明をしてもらう等の周知を行うとより浸透するのではないか。また、学生

の呼び方について大学として考え方を今後示していくとよいのではないか。 

◯ 本日の教育研究審議会での承認を受け、後の学生サポート委員会で各学部等への報告・指導を依頼
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する予定である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 
① 学修行動調査の実施について 

② ２学期の授業実施報告書について 

③ i-Designコミュニティカレッジ 2021 年度履修生について 

④ 2020年度卒業予定者の就職内定状況について（２月調査） 

⑤ 障害学生支援指針〔第２版〕の作成について 

⑥ 教員の海外出張について 

⑦ 2021（令和３）年度一般選抜前期日程における入試ミスについて 

⑧ 第 39回緊急対策本部会議での協議内容について（口頭） 

 

 

 


